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多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は

　
す
で
に
秋
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

異
常
に
暑
か
っ
た
今
年
の
夏
も
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
去
り
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
後
期
授
業
が
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で

進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
毎
年
6
月
初
旬
に
開
催
し
て
き

て
い
る
白
門
経
友
会
定
期
総
会
は
今
年
で

28
回
目
と
な
り
、
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実

施
し
審
議
事
項
は
滞
り
な
く
了
承
さ
れ
た

こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　

◇

日
時　

平
成
30
年
6
月
9
日
（
土
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
2
時　

開
会

場
所　

中
央
大
学
多
摩
キ
ヤ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　

7
号
館　

7
2
0
2
教
室

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅰ 

定
期
総
会

　
　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

① 

平
成
29
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

② 

平
成
30
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

③ 

そ
の
他

Ⅱ 

記
念
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

演
題　
「
世
界
の
お
金
（
通
貨
）
の
面
白

話
|
ド
ル
、
ユ
ー
ロ
、
人
民
元
、
そ
し

て
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
|
」  　

講
師　

中
條　

誠
一　

教
授

　

講
演
で
は
、
国
際
的
な
通
貨
の
現
状
か

ら
具
体
的
な
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
の
課
題
に
至

る
興
味
深
い
五
つ
の
話
題
に
つ
い
て
、
大

変
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
、
生
協
2
F 

西
側

（
旧
ふ
ら
っ
と
）
へ
移
動
し
今
回
も
経
友

会
の
O
B
と
現
役
学
生
・
教
員
と
の
交

流
を
深
め
、
懇
親
の
場
と
し
て
会
員
相
互

の
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
総
会
以
外
で
も
学
生
を
含
め
た

交
流
の
場
を
増
や
す
所
存
で
す
の
で
会
員

各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
幹
事
会
等
へ

の
ご
参
加
と
と
も
に
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
済
学
部
に
お
け
る

　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
つ
い
て

　

す
で
に
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に

本
学
部
の
特
徴
と
し
て
、
1
9
9
5
年

か
ら
開
始
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
す
で
に
23
年
間
が
経

過
し
対
象
分
野
も
金
融
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
さ
ら
に
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど
多
様
な
分
野
に
拡
大
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
こ
こ
数
年
は
海
外
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
き

て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
を
一
層
推
進
す
る
た
め
に
、
世
界
15

都
市
に
広
が
る
海
外
の
全
て
の
白
門
会
と

の
教
育
連
携
を
2
0
2
1
年
度
ま
で
に

行
い
、
学
生
を
正
課
授
業
の
一
環
と
し
て

各
都
市
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。

　

本
年
度
、
そ
の
準
備
と
し
て
よ
り
多
く

の
海
外
の
白
門
会
と
教
育
連
携
の
実
施
に

向
け
て
意
見
交
換
を
行
う
予
定
で
す
。
以

下
、
そ
の
概
要
案
と
具
体
的
な
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
の
一
環
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル

フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
の
ゼ
ミ
活

動
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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◎
谷
口
洋
志
ゼ
ミ
が
中
国
の
重
慶
と
成
都

で
ゼ
ミ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

谷
口
洋
志
ゼ
ミ
3
年
生
19
名
は
、

2
0
1
8
年
9
月
13
日
か
ら
９
月
17
日

の
日
程
で
、
中
国
の
重
慶
市
と
四
川
省
成

都
市
で
ゼ
ミ
活
動（
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ィ
ー

ル
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
）
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

重
慶
市
の
西
南
政
法
大
学
経
済
学
院
で

は
、
谷
口
洋
志
教
授
に
よ
る
中
国
語
で
の

ミ
ニ
講
演
の
あ
と
、
ゼ
ミ
生
に
よ
る
英
語

プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
ゼ
ミ
長
挨
拶

の
後
、
総
合
司
会
の
も
と
で
３
班
に
分
か

れ
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
学
生

間
の
交
流
は
盛
会
で
、
質
疑
応
答
や
昼

食
を
含
め
て
計
４
時
間
に
わ
た
る
交
流

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
訪
問
は
、
西

南
政
法
大
学
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。（http://es.sw

upl.edu.cn/

xw
zx/252249.htm

）

　

学
生
交
流
の
あ
と
、
最
近
の
中
国
経
済

の
中
で
も
成
長
著
し
い
西
部
地
域
の
中
心

で
あ
る
重
慶
と
成
都
に
お
い
て
、
ゼ
ミ
生

は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
食

文
化
、
観
光
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
歴
史
・

文
化
、
交
通
網
な
ど
経
済
の
枠
に
と
ら
わ

れ
な
い
幅
広
い
テ
ー
マ
と
視
点
で
現
地
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
佐
藤
文
博
ゼ
ミ
の
学
生
が
ア
ジ
ア
3
か

国
を
訪
問
し
、
現
地
の
学
生
と
も
交
流
し

ま
し
た
。

　

2
0
1
8
年
8
月
29
日
（
木
）
よ
り

9
月
8
日
（
土
）
ま
で
、
佐
藤
文
博
ゼ
ミ

の
２
年
、
3
年
生
の
10
名
が
バ
ン
コ
ク
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
ハ
ノ
イ
の
大
学
や
企
業

等
訪
問
し
ま
し
た
。

（
訪
問
先
：
ピ
ワ
ン
ヤ
ッ
ト
経
営
大
学
、

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
、
テ
マ
セ
ク
ポ
リ

テ
ク
ニ
ッ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ポ
リ
テ
ク

ニ
ッ
ク
、ム
ラ
タ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、ニ
ュ
ー

ウ
オ
ー
タ
施
設
、ハ
ノ
イ
国
民
経
済
大
学
）

　

G
F
S
の
基
本
的
な
目
的
は
、
最
新

の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
I
C
T
活
用
の
現

状
調
査
で
す
が
併
せ
て
大
学
等
で
は
日
本

の
現
状
に
関
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
現
地
の
多
数
の
学
生
と
の
交
流

を
行
い
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
バ
ン
コ
ク

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、
現
地
の
白
門
会

O
B
と
の
懇
談
を
通
し
て
日
本
の
大
学

生
の
課
題
等
に
関
し
て
認
識
を
深
め
ま
し

た
。 

◎
後
藤
孝
夫
ゼ
ミ
が
中
国
上
海
で
ゼ
ミ
活

動
を
実
施
し
ま
し
た

　

後
藤
ゼ
ミ
３
年
生
11
名
は
、
２
０
１
８

年
９
月
8
日
か
ら
９
月
11
日
の
日
程
で
、

中
国
上
海
で
ゼ
ミ
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
目
的
は
、（
１
）
日
本
航
空
株

式
会
社
上
海
浦
東
空
港
所
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
空
港
内
の
施
設
見
学
お
よ
び
日

本
航
空
の
海
外
で
の
業
務
内
容
等
に
関
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
、（
２
）
学
内
外
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
出

場
に
む
け
て
、
①
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
経
営

戦
略
、
②
高
速
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の
輸
出
状

況
、
そ
し
て
③
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
今

後
の
あ
り
方
、
と
い
う
３
つ
の
研
究
対
象

に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
、
の
２
点
で
し
た
。

　

短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、
海
外
で
自

主
的
に
考
え
て
自
ら
行
動
す
る
経
験
は
、

学
生
達
に
と
っ
て
も
大
変
有
意
義
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

◎
篠
原
正
博
ゼ
ミ
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

で
ゼ
ミ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た

　

篠
原
ゼ
ミ
３
年
生
７
名
は
、
２
０
１
８

年
９
月
４
日
か
ら
９
月
９
日
の
日
程
で
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で

ゼ
ミ
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
目
的
は
、（
１
）
女
性
の
社
会

進
出
が
進
ん
で
い
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
お
け
る
女
性
労
働
の
現
状
と
問
題
点

に
関
し
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
こ
と
、

（
２
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
観

光
戦
略
（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
お
よ
び
ア
ウ
ト

バ
ウ
ン
ド
）
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
す
る
こ
と
、（
３
）
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大

学
で
英
語
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
現
地
の
学
生

と
交
流
を
行
う
こ
と
、
の
３
点
で
し
た
。

　

短
い
滞
在
期
間
で
し
た
が
、
学
生
達
は

大
い
に
刺
激
を
受
け
、
ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。  
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え
、
あ
の
先
生
が
　
シ
リ
ー
ズ
㉖

　
　
　

経
済
学
部
准
教
授　

吉
見　

太
洋

　

2
0
1
7
年
度
後
期
よ
り
中
央
大
学

経
済
学
部
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
、
吉
見

太
洋
（
よ
し
み
た
い
よ
う
）
と
申
し
ま
す
。

中
大
に
来
る
前
は
、
愛
知
県
名
古
屋
市
に

あ
る
南
山
大
学
経
済
学
部
で
7
年
半
勤
め

て
お
り
ま
し
た
。
長
く
過
ご
し
た
こ
と
も

あ
り
、
名
古
屋
に
は
第
二
の
故
郷
の
よ
う

な
愛
着
を
持
っ
て
い
ま
す
。
出
身
地
は
東

京
で
、
昔
か
ら
世
話
に
な
っ
て
い
る
伯
父

も
八
王
子
市
に
住
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

中
大
で
教
鞭
を
と
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
地
理
的
な
意
味
か
ら
も
深
い
ご
縁
を

感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
中
大
で
研
究
と
教
育
に
携
わ
る
と
い

う
こ
と
に
、
強
い
誇
り
と
責
任
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

私
の
専
門
分
野
は
国
際
金
融
論
で
、
経

済
学
部
で
は
「
国
際
金
融
論
」、「
基
礎
マ

ク
ロ
経
済
学
」、「
総
合
講
座
Ⅲ
」
と
い
っ

た
講
義
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
三
つ
目
の

総
合
講
座
Ⅲ
は
経
済
学
の
学
習
に
必
要
な

数
学
の
基
礎
を
教
え
る
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
際
金
融
論
は
経
済
学
の
基
本
的

な
発
展
分
野
の
一
つ
、
基
礎
マ
ク
ロ
経
済

学
は
経
済
学
の
基
礎
的
分
野
、
数
学
は

経
済
学
の
様
々
な
分
野
で
用
い
ら
れ
る
基

礎
的
ツ
ー
ル
で
す
の
で
、
ど
の
講
義
で
も

学
生
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
丁
寧
な
解

説
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
人
数

の
演
習
も
担
当
し
て
お
り
、
様
々
な
経
済

学
的
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
日
々
学
生
と
共

に
学
ん
で
い
ま
す
。
現
在
受
け
持
っ
て
い

る
三
年
生
ゼ
ミ
で
は
酪
農
に
つ
い
て
、
二

年
生
の
ゼ
ミ
で
は
国
連
のSustainable 

D
evelopm

ent Goals

（SD
Gs

）
の
経
済

学
的
側
面
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。
私

自
信
研
究
関
心
の
幅
が
広
い
方
で
す
の

で
、
演
習
を
通
じ
た
学
生
と
の
学
び
を
と

て
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

研
究
面
で
は
、
貿
易
決
済
通
貨
や
為
替

相
場
パ
ス
ス
ル
ー
と
い
っ
た
、
国
際
金
融

的
ト
ピ
ッ
ク
を
中
心
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
貿
易
決
済
通
貨
と
い
う
の

は
、
企
業
が
貿
易
取
引
を
行
う
際
に
契
約

す
る
決
済
の
建
値
通
貨
を
指
し
ま
す
。
例

え
ば
日
本
の
企
業
が
米
国
向
け
に
輸
出
を

行
う
際
に
円
建
て
で
決
済
契
約
を
出
来
れ

ば
、
支
払
額
に
か
か
る
為
替
リ
ス
ク
を
回

避
で
き
る
と
い
う
便
益
が
あ
り
ま
す
。
た

だ
し
、
為
替
の
変
動
に
応
じ
て
実
際
に
は

価
格
を
調
整
す
る
動
き
も
出
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
「
為
替
が
貿
易
価
格
に
与

え
る
影
響
」
の
こ
と
を
為
替
相
場
パ
ス
ス

ル
ー
と
呼
び
ま
す
。私
の
研
究
の
中
心
は
、

貿
易
決
済
通
貨
や
為
替
相
場
パ
ス
ス
ル
ー

が
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
て
い
る
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
う
し
た
国
際
金
融
的
ト
ピ
ッ
ク
以
外
に

も
自
由
貿
易
協
定
、
関
税
と
価
格
の
関
係

な
ど
、
広
く
国
際
経
済
学
に
関
連
す
る
ト

ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
着
任
し
て
一
年
程
度
で
す
が
、

様
々
な
中
大
の
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
立
地
に
つ
い
て
で
す
が
、
経
済
学

部
の
あ
る
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
都
心
か
ら

少
し
距
離
が
あ
る
も
の
の
、
都
心
に
は
な

い
解
放
感
の
中
で
学
び
、
仲
間
を
作
っ
て

い
く
こ
と
は
学
生
に
と
っ
て
大
変
有
益
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
研
究
者
と
し
て
の

立
場
か
ら
は
、
様
々
な
研
究
支
援
の
制
度

が
整
っ
て
い
る
こ
と
も
魅
力
的
で
す
（
も

ち
ろ
ん
そ
れ
に
甘
え
ず
、
外
部
資
金
の
獲

得
や
外
部
機
関
・
研
究
者
と
の
連
携
な

ど
、
学
外
を
向
い
た
研
究
活
動
を
推
し
進

め
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
で
す
）。
教
員

と
し
て
の
立
場
か
ら
は
、
打
て
ば
響
く
学

生
の
優
秀
さ
も
魅
力
で
す
。
最
後
に
、
多

く
の
卒
業
生
が
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
は
、
現
役
学
生
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
で
す
。
こ
れ
を
お
読
み
頂
い
た

卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
現
役
学

生
を
か
わ
い
が
っ
て
、
様
々
な
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
や
っ
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

編
集
後
記

　

今
年
も
無
事
に
総
会
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
今
回
講
演
を
お
引
き
受
け

い
た
だ
い
た
中
條
先
生
を
は
じ
め
と
し

て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
こ
の
場

を
か
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
総
会
は

例
年
6
月
上
旬
の
土
曜
日
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
来
年
は
さ
ら
に
多
く
の
会
員
、

学
生
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
有
意
義
な

交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

さ
て
、
ご
存
じ
の
と
お
り
中
央
大
学
で

は
来
年
度
「
国
際
」
を
名
に
冠
し
た
新
学

部
が
開
設
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
本
号
で
は
、

経
済
学
部
で
の
、
長
年
の
教
育
実
績
を
踏

ま
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
取
り
組
み
の

一
端
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
幹
事
長　

濱
岡　

剛
）


